
２　集落活動センターの

立ち上げに向けた手順
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○ 市町村で集落活動センターに取り組むことの内部決定

○ 市町村や関係機関で地域の選定 ○区長会等での説明

○ 候補地域の現状把握 ○区長等住民からの要望

（地域のまとまり状況やリーダー役の存在等） 　や提案に基づく対応

○ 地域への打診（区長など、地域のリーダーに意向確認） ○住民との協議（意向確認）

○ 高知ふるさと応援隊の導入・活用の検討（準備段階から導入する場合）

○ 地域の課題、将来像の検討

○ 活動内容のアイデアだし

○ 地域での検討方法の協議

○ 高知ふるさと応援隊の導入・活用の検討（準備段階から導入する場合）

○ 住民座談会やワークショップ等を通じて、地域の課題や将来像の整理・共有

（座談会等では、市町村・地域支援企画員・高知ふるさと応援隊等が助言等を行う）

○ 課題解決策の手法として集落活動センターという仕組みづくりの検討

○ 住民の合意形成　（集落総会などで総意確認）

○ 集落活動センターとしてどのような活動をするか等の　計画作成

　 （計画作成にあたっては、市町村・地域支援企画員等が助言等を行う）

○ 運営組織　や拠点施設の検討

（体制や規約等の検討にあたっては、市町村・地域支援企画員等が助言等を行う）

○ 高知ふるさと応援隊の導入・活用の検討（立ち上げ後に導入する場合）

○ 住民の合意形成　（集落総会や運営組織の総会等で活動計画の周知・承認）

○ それまでの話し合い等の結果をもとに、予算措置、支援体制などの決定

※ は、集落活動センター推進事業費補助金の要件

集落活動センターの立ち上げに向けた手順（基本的な流れ）

ＳＴＥＰ１　　地域の選定

ＳＴＥＰ２　　地域リーダーや関係機関との検討　・　地域ビジョン作成準備

ＳＴＥＰ３　　地域ビジョンの作成　・　地域住民の総意

ＳＴＥＰ４　　集落活動センターの活動計画

ＳＴＥＰ５　　市町村の支援

必要に応じて、
集落活動センター
推進アドバイザー
制度の活用や
研修会への参加等

地域外人材は、プレイヤー

としての期待だけでなく、

将来ビジョンの策定段階で

の地域外の視点、新たな

ネットワークづくりのため

にも有効

市町村のグラ

ンドデザインに

基づくケース

地域から要

望があがっ

てくるケース
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地 区 選 定

地域ビジョンの作成

住民総意の確認

活動計画づくり

集落活動センター開所

※記載している集落活動センターの活動内容は、開所当初の取組です。

集落活動センターの立ち上げに向けた手順
＜　事　例　紹　介　＞

香南市西川地区 黒潮町北郷地区 佐川町尾川地区
西川地区集落活動センター 集落活動センター北郷 集落活動センターたいこ岩

Ｈ２４年度（上半期）
　西川地区まちづくり協議会、西川地区活
性化協議会が中心となり集落活動センター
設置に向けた準備会を立ち上げ、ワーク
ショップ等を実施。話し合った内容は、「支
える」、「稼ぐ」、「集う」の視点で取りまと
め。

Ｈ２０年度
　北郷地区の地域づく
り計画「北郷小学校の
幸せな使い方」を作成。

Ｈ２２年度
　地域リーダーとの協議し
地域ビジョン策定を合意。

Ｈ２３年度
　将来ビジョンを策定。

　Ｈ２４年２月に北郷地区協議会が発足し、
４月に北郷地区でのセンター設置を合意
し、活動計画を作成。

　Ｈ２４年８月に尾川活性化協議会役員会
を経て、９月の総会でビジョンと集落活動
センター設置を承認。

【 Ｈ２５年４月開所 】
耕作放棄地での農産物栽培等の

活動開始※

【 Ｈ２５年３月開所 】
銭湯経営や特産品開発等の活動開始※

【 Ｈ２５年１０月開所 】
高齢者への配食の拡充等※

Ｈ７年～
　西川地区活性化協議会が、直販所「あぐ
りのさと」の運営や西川花公園を整備する
等、地域内外との交流活動を実施。

Ｈ１４年～
　西川地区まちづくり協議会が、ふれあい
運動会や三世代交流夏祭り等のイベント
や高齢者世帯を対象にした粗大ゴミ回収
等を実施。

Ｈ１５年～
　北郷小学校休校

Ｈ１８年～
　住民による地域イベント
「納涼祭」の開催。

Ｈ２１年～
　役場内で尾川
地区の交流施設
の活用促進を検
討。

Ｈ２２年
　住民から施設
改修の要望。

Ｈ２４年度（下半期）
　準備会メンバーに各７地区の常会から２
名の運営員として加え、集落活動センター
の運営や活動等をさらに協議。

Ｈ２５年４月
　西川地区集落活動センター推進協議会
総会で活動計画等の承認。

　Ｈ２４年６月から集落活動センターの運営
等を検討。１１月には辻駒集落活動セン
ター推進アドバイザーから優良事例を学
ぶ。

　Ｈ２４年９月から高知ふるさと応援隊導入
の検討。

　Ｈ２４年１０月から集落活動センターの活
動計画を検討し、Ｈ２５年４月の尾川地区
総会で計画の承認。

　高知ふるさと応援隊の導入を検討。

　　　　 

地域づくり支援事業を活用

Ｈ２５年度集落活動センター推進事業費補

助金で公園整備や耕作放棄地の開墾等を

実施（事業実施主体：西川地区集落活動セ

ンター推進協議会）。高知ふるさと応援隊１

名導入（Ｈ２５年６月着任）。

ファシリテーター

は香南市役所

Ｈ２５年度集落活動センター推進事業費補

助金で拠点施設の改修（事業実施主体：佐

川町）。高知ふるさと応援隊１名導入（Ｈ２６

年５月着任）

Ｈ２４年度集落活動センター推進事業費補

助金で旧北郷小学校に銭湯・トイレ・事務

所を整備（事業実施主体：黒潮町）。高知

ふるさと応援隊１名導入（Ｈ２５年３月着

任）。

地域からの要望に基づき町で検当該地域を選定する理由となった住民活動

＜ 集落活動センターに取り組んでいる地域のポイント ＞

★ 住民が地域に誇りを持っている　　　　　★ 地域住民に危機感がある　　　　　★ 住民が話し合う場がある

★ 話し合いや活動の場に女性や若者の姿がある　　　　　 ★ これまでも地域活動に取り組んできた

★ 共通の目標（地域の将来ビジョン等）がある　　　　　　　 ★ 必要に応じて地域外の力を活用している

★ まとまりがある（まとまりやすい）　　　 　　　　　　　　　　　★ リーダーやまとめ役が複数いる
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